
い
の
ち・
人
権
を
う
ば
う
戦
争
は
繰
り
返
さ
な
い

長
野
市
芸
術
館

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

6
  1

6 作
：
若
月
 俊
一

依
田
 発
夫 （
元
国
民
医
療
研
究
所
事
務
局
長
）

北
澤
 彰
浩（
JA
長
野
厚
生
連・
佐
久
総
合
病
院
診
療
部
長
）

土

国
民
と
広
く
連
帯
し
、患
者・
地
域
住
民
と
医
療・
介
護・
福
祉
労
働
者
の
人
権・
い
の
ち
の
尊
厳
を
守
ろ
う

学
び
、伝
え
よ
う
、医
療
研
運
動
の
原
点
を
。築
こ
う
、憲
法
が
輝
く
社
会
を

医
療
研
究
全
国
集
会

長
野

in
第　 回45 1

日
目

2
日
目

■
長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
TO
iG
O・
ト
イ
ー
ゴ
）

■
JA
長
野
県
ビ
ル
・
会
議
室

6
  1

7
日

横
山
 壽
一（

公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
総
合
研
究
所
副
理
事
長・
佛
教
大
学
教
授
）

パ
ネ
リ
スト

写
真
提
供
：
善
光
寺

分
科
会
①
～
⑱
　
2会
場

全
体
閉
会
集
会

全
体
閉
会
集
会（
16
： 1
5～
16
： 4
5）

動
く
分
科
会
⑲

12
：0
0

13
：0
0
開
場
・
受
付
開
始

開
会
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

18
：3
0
信
州
の
郷
土
料
理
を
味
わ
う
交
流
会 （
先
着
10
0名
）

JA
長
野
県
ビ
ル「
し
な
の
木
」

長
野
県
う
た
ご
え
協
議
会

長
野
県
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
劇
団
部

混
声
合
唱
組
曲

13
：5
0

記
念
演
劇

分
科
会
テ
ー
マ

❶
医
療
と
福
祉
の
実
態
を
知
り
、医
療
・
社

会
保
障
の
在
り
方
を
考
え
る

❷
地
域
包
括
ケ
ア

❸
保
健
予
防
活
動
を
地
域
住
民
と
と
も
に

❹
看
護
ケ
ア
の
質

❺
医
療
施
設
と
在
宅
を
つ
な
ぐ
ケ
ア

❻
看
護
・
介
護
の
喜
び
を
伝
え
た
い

❼
医
療
政
策
と
看
護
労
働

❽
障
が
い
児（
者
）の
権
利
と
心
に
寄
り
添

う
医
療
･福
祉

❾
変
わ
っ
て
い
く
精
神
科
医
療

10
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
で
求
め

ら
れ
る
も
の

11
患
者
の
た
め
の
臨
床
検
査

12
病
院
、介
護・
福
祉
施
設
の
給
食
改
善

13
職
場
の
安
全
衛
生
と
環
境
改
善

14
施
設
介
護

15
在
宅
介
護

16「
原
発
事
故
7
年
後
の
現
状
」と
「
放
射

線
労
働
者
の
賃
金
、手
当
、労
働
条
件

に
つ
い
て
考
え
る
」

17
薬
と
社
会

18
わ
た
し
た
ち
が
大
切
に
し
た
い
保
育

19
動
く
分
科
会（
先
着
40
名
）

9：
00
9：
30

16
：0
0

各
会
場
・
受
付
開
始

分
科
会
開
始

分
科
会
終
了

9：
00

16
：0
0
JA
長
野
県
ビ
ル
 出
発

JA
長
野
県
ビ
ル
 帰
着

松
代
大
本
営
跡
・
無
言
館
・
別
所
温
泉

山
本
宣
治
の
碑
を
め
ぐ
る
（
先
着
40
名
）

※
分
科
会
①
～
⑱
は
2会
場
に
わ
か
れ
ま
す

「
こ
わ
し
て
は
い
け
な
い
 ～
無
言
館
を
う
た
う
」

「
志
願
兵
」

15
：4
5
基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム

医
療・
介
護
提
供
体
制
を
め
ぐ
る
動
きと
医
療
研
運
動

16
：1
5～
16
：4
5
JA
長
野
県
ビ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル


